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 本論文は、抑うつが維持され、時に重篤化する機序に関する研究であるが、従来の性格特性や
 認知様式といった個人内要因に焦点を当てたモデルとは異なり、抑うつを生態学的に捉えるモデ
 ルに拠る検討である.それはCoyne(1976)らによって最初に展開されたもので、抑うつの相互
 作用モデルと呼ばれる.本論文は、このモデルの批判的検討と展開を目指し結果的に抑うつの相
 互作用モデルを一部修正し精緻化した、抑うつの相互作用モデルの提案に至っている。
 従来、抑うつの相互作用モデルでは、以下の機序が想定されている。一抑うつ症状によってコ
 ミュニケートされるメッセージは抑うつ者の他者に対する安らぎや援助の要求であるが、重要な
 他者は、初めこそ安らぎや援助を与えるものの、抑うつ者の抑うつ的な症状の持続は他者に拒絶
 などのネガティブな行動や認知や敵意などの感情を引き出してしまうことが多く観察される.そ
 して重要な他者は、Overtlevelにおけるメッセージとしては安らぎ(reaSSuranCe)や援助(SUpPort)
 を与え続けるのであるが、一方covertlevelにおけるメッセージとしては、抑うつ者に否定的な感
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 情を持ち、抑うつ者を拒絶するような行動をとるというような欺き(deception)を始めるように
 なる。抑うつ者はこの重要な他者からの間接的で巧妙な拒絶にうまく対処するスキルを持ち合わ
 せていないために、抑うつを悪化させるという形でこれに反応し、さらなる拒絶と抑うつを招い
 てゆくという対人間における悪循環によるらせん状進行過程をとるという一
 このモデルは、MRI短期・家族療法の基礎研究として位置づけられ、臨床実践に、現在でも有
 用な知見をもたらしうるモデルであり、このモデルを中心に置いた研究は、その後もいくつかな
 されているが、方法論的問題や結果の不一致など問題が指摘されてきた.本論文はこれらの議題
 を整理し、自らも実験的な検討を加え、結果的に、いくつかの重要な発見をしており、このモデ
 ルを一部修正し精緻化した相互作用モデルを提案するに至っている・
 これまでの研究とレビュー、論文の目的などを述べた上記のような第一部(1章から4章)を終
 え、次に、本論文の中核をなす第二部(5章から9章にわたる)の主たる内容を以下に示す。
 第5章の研究1では、抑うつ者に対する認知、非言語、感情のレベルにおける拒絶仮説を検討
 した.その結果、認知レベル、非言語レベルにおける拒絶が見られた.第6章の研究2では、抑
 うつ者に対する言語レベルにおける拒絶の検討を行った。その結果、抑うつ者に対するトピック
 言語における拒絶は見られなかったが、マネージメント言語(反応を示す言語・終助詞(反応を
 求める言語))においては、抑うつ者は非抑うつ者に比べ、重要な他者からの被発話数が少なく拒
 絶が見られた.第7章の研究3では、抑うつ者に対して、言外の意味を有する言語における拒絶
 の検討を行った。その結果、言外の意味を有する言語において抑うつ者に対する拒絶が見られた
 が、類似性仮説は支持されなかった。また重要な他者が婉曲表現傾向を有しない場合には、抑う
 つ者に対する拒絶が見られた.第8章の研究4では、マネージメント言語の不在(反応を示す言
 語の不在、終助詞の不在)やネガティブな言外の意味を有する言語に対する認知を検討した。そ
 の結果、これらは拒絶的に認知されており、また反応を示す言語については、受け手が抑うつ的
 な場合に、より拒絶的に認知されていた。第9章の研究5では、抑うつ的な女子大学生に対して、
 相互作用モデルに準じた面接の事例を検討している。
 第三部(10章一11章)では総合的な考察を試み、以下のように結論を述べる。
 従来、Coyne(1976)によって主張されてきた、抑うつの相互作用モデルは、言語において抑
 うつ者は支持され、非言語においては拒絶されるという、いわばダブルバインド的な欺き(deception)
 により、抑うつが維持・悪化されるというモデルであったが、本研究で示された上記の結果より、
 抑うつ者に対する重要な他者の拒絶は、非言語、マネージメント言語、言外の意味を有するトピッ
 ク言語、言外の意味を有しないトピック言語といった多重のレベルを考慮する必要があることが
 示唆された。すなわち本研究の結果より得られたモデルは、より複雑で多重な“抑うつのマルチ
 バインドモデル(multi-bindmodelofdepression)と考えられる。
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 また抑うつ者に対する重要な他者は、明示的でストレートな拒絶ではなく、巧妙な拒絶を行う理
 由として、重要な他者が、抑うつ者との持続する関係を壊さずに抑うつ者に対する拒絶を表現す
 るという矛盾した拘束状況に置かれていることが指摘される。こうした状況への適応戦略として、
 明示的ではない曖昧な拒絶を生起させる必要があり、非言語やマネージメント言語、言外の意味
 といったレベルで巧妙な拒絶が行われると考えられる。加えて、こうした微弱で曖昧なチャネル
 において拒絶が伝達される理由としては、これらの言語が意識的なコントロールが効き難い隠蔽
 困難なチャネルであることが挙げられる。さらに、こうした巧妙な拒絶が継続してしまう理由と
 して、仮に重要な他者の拒絶的な意図が漏洩し、それを抑うつ者が言及した場合においても、重
 要な他者はその意図を否定し、言い逃れする事も可能な状況となっていること、すなわち言及困
 難さが挙げられる。
 論文審査の結果と要旨
、
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 本論文の第一の主張は、従来、抑うつの維持に関して言われてきた、相互作用モデルでの、言
 語的なメッセージと非言語的なメッセージによる二重拘束的な状況への反応とされてきたものに
 対して、言語的なメッセージ内で既に抑うつを維持させるものが伝達されていることを実証的に
 示したことである。それは言語をトピック言語とマネージメント言語に区別をするコミュニケー
 ション研究の流れからヒントを得て実験を設計して得られた結果であるが、極めて繊細で見逃し
 やすい要因を実験という手段で取り出し明らかにしている.このことはまず評価できる。
 つぎに評価できる点は、この多重な拘束の受け手が文字通りの「受け手」ではなく、そのよう
 に、いわば、自らすすんで拘束させるような相互拘束事態にあるという相互作用モデル本来の認
 識論的な文脈を終始、離れないで論文を構成している点である.たとえば著者は、抑うつ者をつ
 くる原因のように見えがちな、重要な他者も、いずれ抱く拒絶を露骨ではなく、時々裏つまりcovert
 に行なわなければならない理由として、彼もまた「関係を壊さないで拒絶を伝える」という矛盾
 した拘束状況にある故と説明する.それは、対人関係の中で抑うつ者が“抑うつ者"として構成
 され、反対に巧妙な拒絶者がさらに巧妙にされていく相互的なプロセスに焦点を当てたものとなっ
 ていて、今日優勢になりつつある、社会構成主義的な視点からの、臨床心理学領域においては、
 先端的な研究といえる価値を有する.また上記の意味で本論文は、従来の相互作用モデルを否定
 するものではなく、その延長上にある、精緻化モデルであるとして自身のモデルを提案している
 ことも評価できる。
 また第一部(1章から4章)において、抑うつに関する相互作用モデルについてレビューして、
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 現在、優勢にある個人の認知論的なモデルと対比させながら、問題点を整理していることも評価
 できる。抑うつに関しては現在、著者も指摘するように、認知療法、認知一行動療法に代表され
 る個人内の要因を操作することで改善を得ようという方向が優位であるが、その流れの中に、相
 互作用モデルを、その問題点も含めてレビューし、簡潔に紹介している点はこの分野にとっては
 貴重な作業である。
 本論文の問題点として、第一に指摘できるのは、論文構成に於いて、第9章の事例が、相互作
 用モデルで介入したことは理解できるが、著者の提案する新しいモデル、つまり言語面での拒絶
 モデルを加えた介入等を明確には示さないのではまいかという疑問をもたせる点である.著者と
 しては、一般には、なじみが薄い、相互作用モデルについて読者に提示することに第一の趣旨が
 あったとしているが、そうだとしても論文の全体的な構成という点ではやや疑問が残るところで
 ある。
 上記のような問題点は残るが、実験的な事態で検討され、見出された抑うつの相互作用の視点
 からの諸事実は、臨床心理学領域における実証的な論文として評価に値するものを多く含み、臨
 床実験に対する示唆にも大きなものがある。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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